
2007年1月に入ってから登録・修正した場合の現象とデータの復元方法について

◆現象について
　①2006年12月時点で作成した、2007年1月の予定です。

2006年12月の時点では、正しく表示され
ていました。



　②2007年になり、あらためて2007年1月の予定を表示した時の画面です。

　※このとき、何も変更せずに終了し、最新版にアップデートした場合は問題ありません。

　　 しかし、データを設定しなおして、登録・更新してしまった場合は、 アップデートの前に以下の復元処理が必要になります。

2006年12月の時点では、正しく表示され
ていたデータが、2007年1月になると表
示されなくなっています。



◆復元方法について
　①2007年1月に入ってからデータを設定しなおした利用者のサービス予定および実績画面を開きます。
　　 画面右下の時計をダブルクリックし、『日付と時刻のプロパティ』を表示します。

ダブルクリックします。



　②『日付と時刻のプロパティ』の日付を『2006年12月』に設定し、「OK」ボタンを押して『日付と時刻のプロパティ』を閉じます。

2006年12月に設定します。



　③「更新」ボタンを押します。



　④「更新しました。」というメッセージが表示されたら、「OK」ボタンを押します。



　⑤画面右下の時計をダブルクリックし、再度『日付と時刻のプロパティ』を表示します。

ダブルクリックします。



　⑥『日付と時刻のプロパティ』の日付を『2006年12月』から『2007年1月』に変更し、「OK」ボタンを押して、『日付と時刻のプロパティ』を閉じます。

　⑦「①～⑥」の操作を、2007年1月に入ってからデータを設定しなおした利用者に対してのみ 実行すれば予定の修正は完了です。

　⑧実績についても「①～⑦」の操作を、2007年1月に入ってからデータを設定しなおした利用者に対してのみ 実行すれば修正完了です。

　※実績の修正も、予定と同じように上記の時計変更操作で修正してください。予定読み込み機能を使用すると、正しく復元できなくなります。

2006年12月から2007年1月に変更
します。


